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研究成果の概要： 
小動物において非侵襲的に脳内生化学的変化を測定できる、magnetic resonance spectroscopic 
imaging法を開発した。また本方法を用いて、脳性麻痺の主要な原因である低酸素性虚血性脳
症の病態生理を研究し、新生児においては持続的な低酸素よりも、間歇的な低酸素の方が脳に

有害であることが明らかとなった。 
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１．研究開始当初の背景 
医学の発達により周産期死亡率は著明に減
少したが、脳性麻痺の発生率は 20 年前から
未だに減少していない。その要因の１つは、
脳性麻痺の主要な原因である低酸素性虚血
性脳症の病態生理が明らかになっていない
ためである。 
２．研究の目的 
低酸素性虚血性脳症の病態生理の解明には、
非侵襲的に経時的に脳内変化を観察する研
究手法の確立が急務である。そこで in vivo
で非侵襲的に脳内の生化学的変化を観察し
う る magnetic resonance spectroscopic 
imaging（MRSI）法を開発することを第１

の目的とした。ついで本方法を用いて、実際
に動物低酸素脳症モデルを作成し、脳内の生
化学的変化を解明することを第２の目的と
した。 
３．研究の方法 
実験用 MRI 装置を用い、MRSI に必要な磁
場調整プログラムを開発し、脳内生化学物質
を測定し、in vitro のデータと比較する。つ
いでマウス新生仔に持続的あるいは観血的
低酸素を負荷し、脳内の変化を観察する。 
４．研究成果 
MRSIに必須な磁場調整プログラムとして、
multiple phase evolutionを用いたmulti - 
slice gradient echo imaging法をもとに B0 
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map based shim mapping法を開発した。ま
た本方法を用いてマウス新生仔低酸素脳症
モデルで、神経細胞に特異的に存在するNAA
を測定したところ、持続的低酸素に比し、間
歇的低酸素において、有意に NAA が低下し
ていることが明らかとなり、間歇的低酸素は
より脳に有害であることが明らかとなった。 
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